【麻酔科レジデント】

GIO（目的）

麻酔科医師として、基本的知識・技術を習得するとともに、麻酔専門医として教育のできうる能力・資格を獲得する。

（総括的目標）

１）麻酔科学の概念を習得し、安全な麻酔管理が出来るように基本的技術を身につける。

２）術前患者の適切な評価が出来るようにし、患者にあった麻酔計画をたてられるようにする。

３）周術期患者の状態を評価し、適切に管理できるようにする。

４）手術室では、執刀医グループや看護婦とのチーム医療が円滑に出来るようにする。

５）悪性腫瘍の特殊性を理解し、麻酔科診療が出来るようにする。

６）ペインクリニックにおける基本的技術を身につける。

７）緩和医療の現状を把握し、疼痛ケアの基本を習得する。

SBO（カリキュラム）

［第１年次］

１）外科的治療の全般的概念を整理・理解する。

２）手術侵襲と生体予備能に関する理解を深める。

３）術前評価能力を高め、必要である患者には適切な術前治療・管理を行なえるようにする。

４）上記のことをふまえ、個々の患者にあった麻酔計画をたてられるようにする。

５）麻酔の概念を習得し、麻酔指導医の指導のもとに安全な麻酔管理が出来るように基本的　技術を身につける。具体的には全身麻酔の挿管操作、硬膜外カテーテルの挿入、腰椎麻　酔、中心静脈ルートの確保などが安全かつ確実に行えるようにする。

６）麻酔チャートを正しく記載出来るようになり、麻酔の流れを理解出来るようにする。

７）麻酔に使用する薬剤の多くは毒薬、劇薬である。これらについて臨床薬理学、適切な使　用法などを習得する。

８）麻酔に使用する各種モニター機器の原理および使用法を習得する。

［第２年次］

１）リスクの高い患者の手術や緊急手術にたいし、麻酔計画・麻酔管理が出来るように習得する。具体的にはスワン・ガンツ・カテーテルの留置及び評価、一次ぺーシングの施行、心電図、呼吸ガス等の評価と適切な対処が速やかに行えるようにする。

２）長時間手術の特殊性を理解し、一人で麻酔管理が行えるよう経験を積む。

３）手術室以外での麻酔管理（検査時の麻酔管理、術中放射線治療、RALSなどの麻酔管理など）を習得する。

４）ペインクリニックおける基本的技術を身につける。（痛みのメカニズムを学び、代表的な内服治療薬を適切に使用出来るようにする。また、基本的な神経ブロック法も習得する）また、低出力レーザーなどの疼痛治療機器のメカニズムと使用法を習得する。

5）緩和医療の現状を把握するため、ペインクリニック認定医と共に病棟を回診し、緩和医療を施行・修得する。同時に麻薬を中心とした特殊な薬剤の薬理学を学び、実際に臨床に応用する。

６）研究課題を見つけ麻酔学会やペインクリニック学会で発表を行う。

［第3年次］

１）有資格者は麻酔専門医試験のペーパーテストに合格するに足りる知識を習得する。

2）他科とのディスカッションを積極的に行い、困難な症例を集学的に管理する能力を身に付ける。

3）学会発表、論文投稿を積極的に行い、麻酔専門医試験受験資格を得るのに十分な業績を積む。

4）2年次までに学んだ技術をより洗練させ、安全に指導教育できる技量を習得する。

【麻酔科シニアレジデント】

GIO（目的）

麻酔専門医として教育・臨床のできうる能力・資格を獲得する。

（到達目標）

１）日本麻酔学会麻酔専門医の資格を獲得する。

２）術前患者の適切な評価を行い、それに基づいた麻酔計画を外科チームに納得させうるだけの学識を持つ。

３）周術期患者の状態を評価し、周術期管理のリーダーシップが取れるようにする。

４）手術室では、執刀医グループや看護婦とのチーム医療が円滑に出来るよう手術の全体像を冷静に判断できる能力を養う。　

５）ペインクリニックにおける発展的技術を身につける。

SBO（カリキュラム）

［第１年次］

１）外科的治療の全般的概念に精通する。

２）手術侵襲と生体予備能のバランスを考え適切な麻酔管理を行う。

３）適切な術前評価を行い、医療チームの納得できる術前治療・管理を行なえるようにする。

４）安全な麻酔管理が出来るような基本的技術を研修医に指導できる技能・知識を養う。具体的には全身麻酔の挿管操作、硬膜外カテーテルの挿入、腰椎麻酔、中心静脈ルートの確保などが安全かつ確実に指導できるようにする。

５）麻酔・手術の流れを研修医に理解させ、指導できるようにする。

［第２年次］

１）１年次のカリキュラムをより洗練させていく。

２）リスクの高い患者の手術や緊急手術にたいし、麻酔計画・麻酔管理が責任を持って出来るようにする。

３）長時間手術の特殊性を理解し、円滑なチーム医療ができる環境を作れるようにする。

４）ペインクリニックおける神経ブロック法を習得する。基本的なブロックは一人で行えるようにする。透視下で行うようなブロックを指導医のもとに行う。

５）病棟を回診し、緩和医療を施行・修得する。同時に麻薬を中心とした特殊な薬剤の薬理学を学び、実際に臨床に応用する。

６）研究課題を見つけ麻酔学会やペインクリニック学会で学会発表、論文投稿を積極的に行い、麻酔専門医試験受験資格を得るのに十分な業績を積む。

【麻酔科チーフレジデント】

GIO（目的）

麻酔医の専門資格を獲得するとともに、麻酔診療のチームﾘｰﾀﾞｰとなる。

（到達目標）

１）日本麻酔学会麻酔指導医の資格を獲得する（必須）。

２）術前患者の適切な評価を行い、それに基づいた麻酔計画のチームリーダーとなる。

３）周術期患者の状態を評価し、周術期管理の適切なアドバイスができる。

４）手術室では、執刀医グループや看護婦とのチーム医療が円滑に出来るよう手術の全体像を冷静に判断できる能力を養う。　

５）ペインクリニックにおけるチームリーダーとなる。

SBO（カリキュラム）

［第１年次］

１）手術侵襲と生体予備能のバランスを考え、研修医に適切な麻酔管理を指導する。

２）適切な術前評価を行い、医療チームの納得できる術前治療・管理を研修医に指導する。

３）研修医に安全な麻酔管理が出来るような基本的技術を指導する。具体的には全身麻酔の挿管操作、硬膜外カテーテルの挿入、腰椎麻酔、中心静脈ルートの確保などが安全かつ確実に指導する。

４）麻酔・手術の流れを研修医に理解させ、指導する。

［第２年次］

１）１年次のカリキュラムをより洗練させていく。

２）リスクの高い患者の手術や緊急手術にたいし、麻酔計画・麻酔管理のチームリーダーとなる。

３）手術室における麻酔管理全体の副監督をおこない円滑なチーム医療を行う４）ペインクリニックおける神経ブロック法に習熟し、研修医・シニアレジデントに指導できるようにする。

４）病棟を回診し、緩和医療のチームリーダーとなる。

５）研究課題を見つけ麻酔学会やペインクリニック学会で学会発表、論文投稿を積極的に行い、癌研究会附属病院麻酔科としての業績を積む。
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